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第
十
回

第
十
回
海
外
教
育
事
情
調
査
は

中
国

・
内
蒙
古
自
治
区
の
呼
和
浩

特
市
、
包
頭
市
を
主
訪
間
地
に
、

昨
年
十
月
八
日
か
ら

一
週
間
実
施

さ
れ
た
。
谷
回
理
事
長
を
団
長
に

幼

・
小

・
中

・
高
校
及
び
専
門
学

校
の
教
員
と
行
政
、
事
務
局
職
員

を
含
め
て
十
六
名
の
団
を
編
成
し
、

岡
山
か
ら
上
海
、
北
京
経
由
で
呼

和
浩
特
市
に
入
っ
た
。

蒙
古
と
い
う
と
ジ
ン
ギ
ス
汗
、

遊
牧
民
、
パ
オ
と
い
う
移
動
幕
舎

な
ど
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
今
は
漢

族
の
移
住
に
よ
り
農
耕
定
住
型
社

会
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
呼
和

浩
特
は
人
口
百
九
十
七
万
人
の
大

都
市
で
、
商
工
業
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
市
の
北
方
約
八
十
キ
ロ
の

昭
和
高
原
ま
で
足
を
伸
ば
し

て
も
、
広
大
な
自
然
も
人
の

手
が
入
り
、
遊
牧
の
画
影
は

見
ら
れ
な
い
。
パ
オ
も
観
光

客
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

一
行
は
呼
和
浩
特
で
自
治

区
教
育
委
員
会
、
内
蒙
古
師

範
大
学
、
日
本
語
を
教
え
る

専
修
学
校
を
訪
ね
、
関
係
者

と
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
た
。
こ
の
十

年
間
、
自
治
区
全
般
で
教
育

環
境
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て

き
た
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

ま
た
、
蒙
古
族
な
ど
の
少

数
民
族
に
対
す
る
教
育
上
の
配
慮

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
よ

く
分
か
っ
た
。

包
頭
市
は
人
口
百
九
十
五
万
人

の
工
業
都
市
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

市
教
育
委
員
会
と
幼

・
小
　
中

・

高
校
を
訪
間
し
、
つ
ぶ
さ
に
市
の

教
育
事
情
を
調
査
で
き
た
。

い
す
れ
も
重
点
校
園
に
指
定
さ

れ
て
い
て
、
教
育
環
境
は
申
し
分

な
く
整
っ
て
い
る
。
園
児
、
児
童

生
徒
の
姿
は
ど
こ
で
も
真
剣
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
包
頭
で
も
少
数

民
族
へ
の
配
慮
は
呼
和
浩
特
と
同

様
で
あ
っ
た
。

包
頭
市
第
四
職
業
高
級
中
学
で

は
調
理
や
自
動
車
運
転
の
実
習
に

打
ち
込
む
生
徒
の
姿
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
校
内
の
縫
製
工
場
で
は

高
校
二
年
生
の
生
徒
が
軍
服
の
縫

製
を
し
て
い
た
が
、　
一
般
の
労
働

者
と
同
じ
勤
務
、
技
術
が
求
め
ら

れ
、
奨
学
金
の
形
で
報
酬
が
支
払

わ
れ
る
。
ま
た
、
迎
審
｛幼
児
園
の

園
児
た
ち
の
歓
迎
の
集
団
演
技
は

と
て
も
三
、
四
歳
児
と
は
思
え
な

い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

北
京
で
は
北
京
護
士
学
校
を
訪

間
し
た
。
国
立
の
看
護
専
門
学
校

で
あ
る
。
実
習
す
る
生
徒
の
真
剣

な
目
が
こ
こ
で
も
印
象
に
残
っ
た
。

中
国
ら
し
く
漢
方
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

も
学
ん
で
い
た
。

公
式
訪
間
の
合
間
に
、
北
京
で

は
天
壇
公
園
、
故
宮
博
物
院
、
順

和
園
、
呼
和
浩
特
で
は
王
昭
君
墓
、

五
塔
寺
、
包
頭
で
は
ジ
ン
ギ
ス
汗

陵
、
包
頭
博
物
館
な
ど
を
訪
ね
、

中
国
文
化
の

一
端
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
　
　
　
　
　
（須
賀
）

助
成
事
業
を
始
め
て
三
年
経
過

し
た
福
武
文
化
振
興
財
団
で
は
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
募
集
を
二
月

に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
七
、
八
月
に
募
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
年
度
の
途
中
で
は
い
ろ

い
ろ
と
差
し
支
え
が
あ
る
の
で
改

善
し
た
も
の
で
す
。

教
育
も
文
化
も
助
成
成
果
報
告

会
の
模
様
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
十
回
海
外
教
育
事
情

調
査
は
中
国

。
内
蒙
古
自
治
区
を

対
象
に
選
ん
で
十
月
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
も
掲
載

し
ま
し
た
。
た
だ
、
「
不
易
」
の

紙
面
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
極
め
て
小

さ
い
の
で
、
詳
し
く
紹
介
で
き
な

い
の
が
残
念
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
団
の
主
要
事
業
は

い
す
れ
も
詳
し
い
報
告
書
に
し
て

刊
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
残
部
が

あ
る
限
り
こ
希
望
の
方
に
は
提
供

で
き
ま
す
。

な
お
、
昨
年
七
月
に
実
施
し
た

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
の
報
告
書
は

「
絲
綱
之
路

（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）

紀
行
」
と
し
て
三
月
中
旬
発
刊
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　

（須
賀
）

海

外

教

育

事

情

調

査

〔中
国

・
内
蒙
吉
自
治
区
〕

包頭市第四職業高級中学の外観

軍

迎賓幼児園三歳児の可愛い演技

編

集

後

記

文化関係助成募集の概要

1目 的
伝統文化部門…地域に古くから継承されてきた

伝統的な文化の保存、伝承や、郷上の歴史や文化

の掘り起こし、普及などに,〕 ア`〕`わる活動や調査研

究を支援することによつて、伝統文化の振興と地

域の活性化に資することを目的とする。

現代文化部門…地域住民の主体的な渚動による

現代的な文化の創造、普及や、人々の生渚改善な

どにかかわる渚動や調査研究を支援することによ

つて、堀代文化の振興と地域の渚性化に資するこ

とを目的とする。

2対 象
岡山県内で、この助成の目的に沿う活動を現に

行しヽ、今後も引き続き行うことが明らかな、原則

として社会人で構成する団体また|よ個人。

3 連続助成
原則として2年まで。

4 助成額
総額 ],400万円。
―件の上限 (原則)|よ、伝統文化部門30万円。

現代文化部門20万円。

5 助成期間
平成 12年6月から1年間。

6 応募方法
財団所定の申請書により、郵送にて受付。

(申請書 |よ、ホームページ

'〕

らヽもダウンロー ド

ができます。httpンwww,fukutake.o「 ∫p/)

フ 応募の締切り
平成 12年3月 31日 (金)当日消印有効
8 審査方法
審査委員会で厳正に審査し、理事会で決定。

9 助成の決定
採否とも応募者に文書で通知。また、助成団体

名|よ、ホームページ上でも公表。(5月 下旬予定)

10 お問い合わせ先
(財 )福武文化振興財団 事務局まで
TEL086-22]‐5254 FAX086-232-3190

平成11年度 助成受賞者、来賓、審査委員と記念撮影

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
平
成

十
二
年
度
の
文
化
関
係
助
成
公
募

を
開
始
し
た
。

公
募
開
始
に
あ
た
り
、
当
財
団

は
過
去
三
年
間
の
助
成
事
業
を
見

直
し
、
大
幅
な
改
定
を
行
っ
た
。

ま
す
、
募
集
の
開
始
は
、
三
月

初
め
と
し
、
二
月
末
に
締
め
切
り
、

五
月
下
旬
に
決
定
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
助
成
期
間

も
平
成
十
二
年
六
月
か
ら

一
年
間

と
な
る
。

ま
た
、
助
成
総
額
を

一
千
万
円

か
ら

一
千
四
百
万
円
に
増
額
し
た
。

―
件
の
上
限
は
、
伝
統
文
化
部
門

を
二
十
万
円
か
ら
三
十
万
円
に
引

き
上
げ
た
。
現
代
文
化
部
門
の
上

限
は
現
行
ど
お
り
の
二
十
万
円
。

な
お
、
助
成
件
数
に
関
し
て
は
特

に
決
め
て
は
い
な
い
。

こ
れ
は
、
応
募
件
数
の
増
加
と

県
内
の
文
化
団
体
の
渚
動
が
渚
発

化
し
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
た
も

の
で
あ
る
。

（佐
々
木
）

募
集
開

始
匠

県
内
に
お
け
る
文
化
関
係
諸
渚

動
を
支
援
す
る
目
的
の

「文
化
関

係
助
成
」
の
平
成
十

一
年
度
贈
呈

式
は
、
昨
年
十
月
二
十

一
日
に
岡

山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
関

係
者
百
五
十
人
が
出
席
し
た
。
本

年
度
は
、
伝
統
文
化
部
門
と
現
代

文
化
部
門
に
分
け
て
公
募
、
応
募

総
数
百
十
六
件
か
ら
、
五
十
件
が

助
成
さ
れ
た
。
助
成
総
額
は
八
百

十
万
円
。

ま
た
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
新

た
に
、
県
内
の
国
、
県
指
定
重
要

有
形
文
化
財
の
保
全
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
指

定
文
化
財
保
全
助
成
を
受
け
た

の
は
、
棚
原
町

（月
の
輸
古
墳

出
土
金
属
製
品
の
保
存
）
、
落

合
町

（箸
立
天
満
宮
の
岡
山
県

指
定
天
然
記
念
物

・
樹
齢
千
年

の
い
ぶ
き
ひ
ば
の
保
全
）
、
落

合
町

（備
中
川
中
流
域
の
岡
山

県
指
定
天
然
記
念
物

・
樹
齢
五

百
年
の
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
保
全
）

の
三
件
。
助
成
総
額
は
、
百
五

十
万
円
。

（佐
マ
木
）
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福
武
文
化
振
興
財
団
の
事
業
で

あ
る
文
化
渦
動
助
成
の
成
果
報
告

会
が
、　
一
月
三
十

一
日
に
岡
山
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
約
百
六

十
名
が
参
加
し
た
。

平
成
十
年
度
助
成
を
受
け
た
の

は
、
文
化
渚
動
三
十
九
団
体
、
調

査
研
究
十
団
体
。

今
回
、
発
表
の
部
は
、
実
演
の

外
に
Ｏ
Ｈ
Ｐ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

機
器
を
使
用
し
た
発
表
が
目
立

っ

た
。
ま
た
、
展
示
の
部
は
、
十
二

団
体
が
出
展
し
た
。

報
告
し
た
団
体
は
次
の
と
お
り
。

発
表
の
部

１
灘
崎
か
げ

っ
こ
　
２
総
社
音
楽

倶
楽
部
　
３
伊
与
部
山
史
跡
開
発

推
進
委
員
会
　
４
西
大
寺
愛
郷
会

５
地
球
と
見
合

っ
た
生
渚
文
化
ク

ラ
ブ
　
６
吉
備
楽
十
六
国
会
　
フ

奈
義
町
郷
上
の
歴
史
を
知
る
会

８
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
渚
動
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
　
９
金
光
拓
本
の

〈
ム
　
１０
町
お
こ
し
愛
　
――
岡
山
邦

楽
合
奏
団

展
示
の
部

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
渚
動
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
、
伊
与
部
山
史
跡
開

発
推
進
委
員
会
、
打
穴
中

「鬼
山

ふ
る
里
」
い
き
い
き
会
、
お
か
や

ま
ア
ー
ト
フ
ア
ー
ム
、
邑
久
町
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
作

成
グ
ル
ー
プ
、
金
光
拓
本
の
会
、

西
大
寺
愛
郷
会
、
地
球
と
見
合

っ

た
生
活
文
化
ク
ラ
ブ
、
人
形
劇
団

お
も
ち
ゃ
箱
、
備
前
市
青
年
協
議

△
Ａ
。

参
加
者
か
ら
は
、
「県
内
の
い

ろ
い
ろ
な
文
化
渚
動
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
。
」

「自
分
た
ち
の
渚
動
の
励
み
に
な

っ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
目
瀬
審
査
委
員
長
か
ら

は
、
「多
く
の
応
募
者
か
ら
厳
正

な
審
査
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
団
体

だ
け
あ
っ
て
、
活
発
に
渚
動
し
て

い
る
様
子
が
伺
え
る
。
こ
れ
か
ら

も
長
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と

の
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
懇
親
会

で
参
加
者
は
、
情
報
交
換
を
し
た

り
、
旧
交
を
温
め
あ
っ
た
り
し
て
、

和
や
か
に
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

平
成
十
年
度
助
成
者
の
更
な
る
渚

躍
を
祈
り
た
い
。

（佐
々
木
）
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美
観
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら

の
町
家
が
三
百
六
十
も
残
る
日
本

有
数
の
観
光
地
で
す
。
こ
こ
を
訪

れ
る
観
光
客
の
案
内
に
渦
躍
さ
れ

て
い
る
倉
敷
地
区
ウ
エ
ル
カ
ム
観

光
ガ
イ
ド
連
絡
会
を
訪
ね
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
は
、
総
勢
二
十

七
名
。
今
年
六
月
、
案
内
者
数
が

十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
来
年

は
、
発
足
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

簡
単
な
説
明
の
後
、
実
際
に
美

観
地
区
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ブ
ル
ー
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に

白
線
の
入
っ
た
紺
の
帽
子
を
被
ら

れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
に
エ
ス
コ
ー
ト

さ
れ
る
と
、
す
っ
か
り
旅
人
の
気

分
に
な
り
ま
す
。
美
観
地
区
へ
は

何
度
か
足
を
運
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
案
内
し
て
い
た
だ
く
の
は
初

め
て
で
す
。
お
話
を
伺
い
な
が
ら

歩
く
と
、
有
名
な
場
所
は
も
と
よ

り
、
今
ま
で
見
過
こ
し
て
い
た
と

こ
ろ
が
光
っ
て
見
え
ま
し
た
。
不

思
議
な
の
は
、
私
が
好
き
な
と
こ

ろ
や
事
柄
は
く
わ
し
く
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
あ
ま
り
興
味
の
な
い

と
こ
ろ
は
さ
ら
り
と
流
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
お
話
し
す
る
う
ち

に
案
内
す
る
相
手
に
合
わ
せ
て
話

題
づ
く
り
や
時
間
配
分
、
ど
こ
ま

で
く
わ
し
く
説
明
す
る
か
な
ど
を

考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
心
温
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　

（佐
々
木
）

※
ガ
イ
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
さ
れ
る
か
、
当
日
の
九
時
半

ま
た
は
十
三
時
半
ま
で
に
倉
敷
観

光
休
憩
所
内
の
連
絡
所
に
行
け

ば
、
お
ひ
と
り
か
ら
予
約
な
し
で
案

内
し
て
も
ら
え
ま
す
。
無
料
で
す
。

（月
曜
日
は
定
体
国
）

砒
〇
八
一ノ
‐
、
四
二
五
‥六
〇
三
九
摩
出
しするガイドさん

ゝ
明説レイ】

′，ア……、‐オす鵬

爵

展 示 風 景

ん

ζ
か
１
勇

Ｌ
が
な

ふ
Ａ
湛
蝋
(

発 表 の 様 子

福
武
教
育
振
興
財
団
の
事
業
で

あ
る
教
育
研
究
助
成

，
図
書
館
助

成
の
成
果
報
告
会
は
昨
年
十

一
月

二
十
七
日
（土
）に
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
約

八
十
名
。
こ
の
会
は
、
平
成
十
年

度
に
助
成
し
た
研
究
者

（教
育
研

究
助
成
三
十
八
件
、
図
書
館
助
成

十
三
件
）
が

一
年
間
研
究
し
て
き

た
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
今

回
で
第
十
二
回
目
。

前
回
と
同
様
、
パ
ソ
コ
ン
や
ビ

デ
オ
、
教
材
提
示
装
置
な
ど
の
機

器
を
駆
使
し
て
の
発
表
で
あ
っ
た
。

更
に
、
財
団
に
は
所
持
し
て
い
な

い
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ

エ
ク
タ
ー
も

レ
ン
タ
ル
し
て
、
今
回
も
発
表
方

法
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

発
表
者
は
当
日
の
報
告
順
に
次

の
と
お
り
。
（学
校
名
は
略
）

―
三
石
保

（備
前
）
深
澤
美
代

子
園
長
。
２
秦
小

（総
社
）
井
上

克
彦
教
諭
。
３
足
守
中

（岡
山
）

能
登
律
安
教
諭
。
４
開
成
小

（岡

山
）
中
島
莞
爾
校
長
。
５
県
教
育

工
学
研
究
協
議
会
　
平
松
茂
指
導

主
事

。
高
橋
仲
明
教
諭
。
６
県
高

等
学
校
化
学
研
究
グ
ル
ー
プ
　
松

本
行
史
教
諭
。
ア
岡
大
教
育
学
部

附
小
　
杉
能
道
明
教
諭
。
８
県
立

成
羽
高
大
久
保
緑
子
教
諭
、
の
九

名
の
方
々
に
よ
る
八
報
告
。
報
告

の
テ
ー
マ
は

「環
境
学
習
」
か
ら

「教
材
研
究
」
ま
で
多
彩
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
◆
回
初
め
て
成
羽
高

校
の
大
久
保
先
生
に
図
書
館
助
成

の
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

発
表
後
に
、
教
育
研
究
助
成
審

査
委
員
長
の
高
旗
正
人
叡
授

（岡

山
大
学
教
育
学
部
）
か
ら

「よ
く

研
究
さ
れ
た
発
表
で
あ
っ
た
。
今

後
の
成
果
が
さ
ら
に
期
待
で
き

る
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

（岡
田
）

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
岡
山
工
業
高
校
の
西
原
明

弘
先
生
で
す
。
平
成
十
年
度
に
教

育
研
究
助
成
を
受
け
ら
れ
て
、
岡

山
工
業
高
校
と
し
て
は
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
る
短
期
海
外
研
修

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
希
望
生
徒
二
十

一
名
、
引

率

・
同
行
教
師
四
名
の
計
二
十
五

名
が
大
き
な
期
待
と
不
安
を
胸
に

マ
レ
ー
シ
ア
ヘ
出
発
し
ま
し
た
。

日
程
は
八
月
二
十
二
日
～
二
十
八

日
ま
で
の
七
日
間
で
、
主
な
行
事

は
、
ベ
ン
ト
ン
技
術
高
等
学
校
と

の
交
流
、
首
都
ク
ア
づ
ル
ン
プ
ー

ル
か
ら
パ
ス
で
約
三
時
間
か
か
る

テ
メ
ロ
ー

ケ
ル
ダ
ウ
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
で
す
。

西
原
先
生
の
こ
配
慮
で
、
研
修

に
参
加
し
た
電
気
科
の
東
俊
輔
君

と
建
築
科
の
森
岡
こ
こ
ろ
さ
ん
の

二
人
に
話
を
聞
く
時
間
を
作

っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
君

「朝
は
早
く
、
コ
ー
ラ
ン

の
放
送
の
音
で
目
が
覚
め
る
。
ま

た
、
え
び
せ
ん
に
タ
バ
ス
コ
の
よ

う
な
の
を
か
け
た
も
の
が
朝
食
に

出
て
き
た
。
」
森
岡
さ
ん

「お
風

呂
は
お
水
で
、
つ
か
る
の
で
は
な

く
か
け
る
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
流
。

習
慣
で
晩
に
入

っ
た
ん
で
す
が
、

寒
く
て
失
敗
し
ま
し
た
。
」
な
ど

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

西
原
先
生
は
、
研
修
の
企
画
や

準
備

・
報
告
書
の
作
成
な
ど
、
国

常
の
業
務
以
外
の
仕
事
が
加
わ
り

こ
苦
労
が
多
か
っ
た
か
と
拝
察
で

き
ま
す
が
、
参
加
し
た
生
徒
が
明

る
い
表
情
で
話
し
て
い
る
様
子
を

横
で
見
て
い
る
ま
な
ざ
し
は
優
し

い
も
の
で
し
た
。
　
　
　
（岡
田
）

辛R告会 会場風景

講評する審査委員長 高旗教授

:が

～
tギらてます|

翼程

二
炉

テメロー村到着、代表があいさつ

カレンダー

3月

◎文化関係助成

・公募開始3/1～
応募締切3/31まで

◎教育・文化 理事会

4月

◎「不易」6号発行

◎教育関係表彰・且力成
。公募開始4/1～
・応募lヽ市切4/30まで

5月

◎文化関係助成

・決定 (下旬)

6月

◎文化関係助成贈呈式

◎教育関係表彰・助成

・決定 (下旬)
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